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は じ め に

貝塚市は、大 阪府 の南部 、泉州地域 に位 置し、北は岸 和 田市 、南は熊 取町 ・泉佐野 市と

隣接 しています。西 は大阪湾 に面し、東 に和 泉葛城 山を望む風光 明媚な地であります。

今 日、私 たち を取 り巻 く社会や 自然の環境 は、急速 な 開発で大 き く変 貌 を遂 げつつ

あ ります。 こう した 開発 が進む一方 で、 先人 によって育 まれ た文化 の痕跡 であ る埋

蔵文化財 が失 われて い ます 。 このよ うな埋蔵 文化財 を発掘調査 によ って文化 の痕跡

を記録す る ことによ り、その歴史 を明 らか にす る一方 で、私 たちの 日常 生活 が先人

によ って培 われた文化 の賜 物で ある こと を認識 し、 これか らの発 展 の礎 とす るた め

に未来へ 引き継 いでい く必要があ ります 。

本書 は、平成19年 度 中に実施 いた しま した緊急発掘調査 の結果 報告です。住宅建

築 に伴 い、事 前 に実施 した発掘調査 で あ り、市域 の歴史 、文化 を知 る うえで欠かせ な

い成果 を得 る ことがで きま した。

発掘調査 な らび に本書 の作成 にあた り、多大な ご指導 、ご協 力を賜 りました関係各

位 に対 し、深謝す る ともに、今後 とも本 市埋蔵 文化財 保護行政 に対す る一層の ご理解

と ご支援 をお願 い申 し上 げます。

平成20年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎



例 言

1本 書は貝塚市教育委員会が平成19年 度 に国庫補助金を受 けて実施 した、大阪府貝塚市域に

おける埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。なお、遺物整理 の都合か ら一部、平成18

年度調査 について も掲載 している。

2発 掘調査 は平成19年4月1日 よ り実施 し、平成20年3月31日 に終了した。調査は木嶋崇

晴が行った。

3本 書の執筆 ・編集は木嶋崇晴が行った。

4出 土遺物 、調査記録は、貝塚市教育委員会において保管 している。

5本 書の第3章 においては、貝塚市教育委員会が平成3年 および平成4年 に国庫補助金 を受 け

て実施 した埋蔵文化財緊急発掘調査 について、概要報告書に一部掲載できなかった調査 を掲載

している。

凡 例

1.図7～18の 調査図面については、調査地位置 図は縮尺115000、 方位は座標北 を上に統一 し

ている。また、調査区位置図の方位は磁北を示す。

2.本 書で用 いた標高は、東京湾平均海水面(T.P.)を 基準 とした。

3.本 書 の土色表示は、農林水産省水産技術会議事務局監修r新 版 標準土色帳』1990年 度版

を用 いた。

4.貝 塚市遺跡分布図については、貝塚市域 に限定 し、山間部 の一部 は掲載 していない。
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第1章 平成19年 発掘調査の概要

平成19年 の埋蔵文化財発掘届出及び通知の総件数は371件 、遺跡外試掘調査依頼は22件 である。

届出 ・通知にかかわる対応について、確認調査は68件 、立会調査は122件 、慎重工事は180件 、府にて対応

は5件 である。 このうち個人住宅の建設に伴う調査は20件 である。

分譲住宅の件数は増加傾向にあり、その要因としては、森下代遺跡、沢西遺跡において大規模な宅地開発が行

われ、分譲住宅の建設が始まったためである。半田遺跡、新井 ・鳥羽北遺跡等では宅地開発が進んでおり、来年

度以降も分譲住宅の届出件数は増加すると考え られる。

個人による住宅建築は、74件 で昨年と比較 してやや減少傾向である。数年前から個人住宅における地盤改良や

柱状改良等の耐震工事を行 う件数が増えている。

住宅以外の開発は、宅地造成13件 、共同住宅2件 、店舗5件 であり、宅地造成、共同住宅については前年と

比較すると大幅に減少している。

遺跡範囲外 においての開発は22件 であり、その目的は宅地造成9件 、共同住宅1件 、工場5件 、土砂採取1

件、その他6件 である。遺跡範囲外での開発は前年に比べ増加している。

新規の遺跡発見については、橋本原宮遺跡を登録した。今年度の遺跡範囲の拡張はなかった。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略号 開 発 地

(平成18年 度)

1 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2006-61 JN 南町1183

2 石 才 南 遺 跡 2006-62 iss 麻 生 中452-10

3 沢 城 跡 11・ ・: SJ 沢678-8、678-3の 一 部 、678-5の 一 部 、678-7の 一 部

4 加治 ・神 前 ・畠中遺跡 2006-71 KKH 畠 中1-233-8、233-10

5 地 蔵 堂 遺 跡 2006-73 GZZ 堤51-9

(平成19年 度)

6 小 瀬 大 道 端 遺 跡 2007-7 KSO 小 瀬530-5、-6

7 地 蔵 堂 遺 跡 2007-14 GZZ 堤51-10

8 小 瀬 五 所 山 遺 跡 2007-15 KGY 久 保144-15

9 加治 ・神前 ・畠 中遺 跡 2007-16 KKH 加 神2-134、135-2、136-2

10 海 塚 遺 跡 2007-17 UD 海 塚210-3

11 加 治 ・神 前 ・畠中遺跡 2007-21 KKH 加 神1-170-3の 一 部

12 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2007-22 JN 北町76

13 新 井 ノ 池 遺 跡 2007-31 NI 麻生 中783-1

14 窪 田遺跡 ・窪 田廃 寺 2007-32 KTK 王 子917-6

15 脇 浜 遺 跡 2007-33 WH 脇 浜1-251-1の 一 部

16 王 子 西 遺 跡 2007-35 OGN 王子37-3

17 加治 ・神 前 ・畠中遺跡 2007-36 KKH 加 神1-170-3

18 堤 三 宅 遺 跡 2007-37 TM 堤279-4、279-5

19 脇 浜 遺 跡 2007-42 WH 脇 浜2-405-1

20 加治 ・神前 ・畠中遺跡 2007-43 KKH 加 神1-165-1、-6、-19

表1平 成19年 国庫補 助 事業 一覧(平 成19年1月 ～12月)
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1.沢 新 出遺 跡2.沢 海 岸遺 跡3.沢 遺跡5.長 楽寺跡7.地 蔵堂 丸 山古 墳8.地 蔵堂 廃寺

9.下 新 出遺跡10.秦 廃 寺15.麻 生 中新池遺 跡16.河 池遺 跡17.水 問寺遺 跡18.木 積 観音 寺跡20堀 遺 跡21橋 本遺 跡22.貝 塚 寺 内

町遺跡23.加 治 ・神 前 ・畠中遺跡24.明 楽寺 跡25.沢 共 同墓地遺 跡26.沢 西出遺 跡27.沢 海岸 北遺 跡28.沢 城跡29.新 井 ・鳥 羽遺

跡30.新 井 ノ池 遺跡31.半 田遺 跡32麻 生中遺 跡34.澱 池遺 跡35.積 善寺城 跡36清 児遺 跡37.集 原 池遺跡38.高 井天神 廃寺 ・高

井城跡39.森 城跡40森B遺 跡41.森 ノ大 池遺 跡42.森A遺 跡43.ニ ッ池 遺跡44.千 石堀 城跡45.水 間墓地46.三 ケ山城 跡47.

片山墓地51.窪 田遺 跡 ・窪 田廃寺53.坊 城遺 跡54.三 ッ松 遺跡55.槍 ヶ谷城跡56.半 田遺 跡(清 児地 区)57.堤 遺跡58,小 瀬五所

山遺 跡59.石 才 遺 跡60.王 子遺 跡61.土 生遺 跡64海 岸寺 山遺 跡66脇 浜遺 跡67.今 池遺 跡68.三 ヶ山遺 跡69.三 ヶ山 西遺 跡

70.石 才 南遺跡71.名 越 遺跡72.地 蔵 堂遺 跡73.名 越 西遺跡74.木 積 遺跡75新 井 ・鳥羽北 遺跡78.沢 西遺 跡79.王 子西 遺跡80.

.津 田遺跡81.三 ヶ山オ ニ谷遺 跡82福 田遺跡83.森 下代 遺跡84.三 ッ松 北垣外 遺 跡85.薬 師池 西遺跡86麻 生中 出口遺跡87.小 瀬

遺跡88.堤 三宅 遺跡89,沢 新 開遺跡90.沢 タ ナジ リ遺跡91.堀 新遺 跡92橘 池 遺跡93.麻 生 中下代 遺跡94.堀 秋 毛遺跡95.半 田

北遺 跡96,沢 老 ノ塚 遺 跡97.東 遺 跡98.馬 場遺 跡100.鳥 の池 西遺 跡ioi.白 地 谷遺 跡102.津 田北 遺跡103,久 保遺 跡108.水 間

ニ ノ戸遺跡109.窪 田ハマ デ遺 跡110海 塚遺 跡111脇 浜川端 遺跡112,馬 場 笹 力遺跡113.橋 本 野岸 ノ下遺 跡114.麻 生 中薬師 堂遺

跡115.谷 池 遺 跡116.小 瀬 大道 端 遺 跡117.石 才 通井 口遺 跡118.海 塚宝 伝 遺 跡119.小 瀬 与 九郎 遺 跡120.王 子 大 イ ケ ダイ 遺跡

121.王 子 ヨウサ遺 跡122.半 田 ヨコマク ラ遺 跡123.堤 西 浦遺跡124.木 積 下代 遺跡

図1貝 塚市遺跡分布図(部 分 ・貝塚市域のみ)
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図2調 査地位置図
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図3調 査地位置図
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図4調 査地位置図
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第2章 調査の成果

1.小 瀬 大 道 端 遺 跡

本遺跡は、津田川左岸の中位段丘上、標高約4mに 立地する。本遺跡は平成16年3月 に新規に遺跡登録してお

り、中世の集落跡と推定している。平成15年 度(2003年)の 試掘調査では、土師器、瓦器が出土してお り、中

世の遺物包含層を確認している。

2007-7区 の 調 査(図5・ 図 版1)

本調査は、小瀬530-5、530-6に おいて実施した。調査は、申請地内において調査区(4.25㎡)を 設定 して

行った。

調査区の層序は、1層 が炭化物を多量に含む盛土、2層 は黄灰色土混じり灰黄褐色土、3層 は明黄褐色粘質シ

ル ト(地 山)で ある。2層 は遺物包含層であ り、土師器が出土している。

地山面において遺構検出を行い、東西方向と南北方向の鋤溝 を検出した。鋤溝より遺物は出土していない。

本申請地の西側隣地の調査において中世の遺物包含層を検出していることにより、今回の調査で検出した鋤溝

は中世の耕地跡に伴 うものと考えられる。

2.小 瀬 五所 山遺 跡

本遺跡は、津田川右岸下流域の河岸段丘上、標高は7m～10mに 立地する。周知の遺跡 として弥生～古墳時代 ・

中世の散布地 ・集落跡である。本市 による平成14年 度(2002年)の 調査においては、6～7世 紀代の遺物を中

心に出土しており、溝2条 、柱穴20基 、土坑4基 、掘立柱建物2棟 等を検出している。

2007-15区 の 調 査(図6・ 図 版1)

本調査は、久保144-15に おいて実施した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(6㎡)を 設定 して

i:盛 土(炭 化物を多量 に含む)

2:2,5Y611黄 灰色土混じり10YR6/2灰 黄褐色土

3:10YR616明 黄褐色粘質シル ト(地 山)

図52007-7区
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行った。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は旧耕土と撹乱、3層 はにぶい黄橙色土(床 土)、4層 は灰黄褐色礫混 じり

砂質シル ト、5層 は灰オ リーブ色砂礫である。地山は確認できなかった。

4層 ・5層 は河川堆積層であり、湧水が著しく河川底部は確認できなかった。河川堆積層より遺物は出土して

いないため、埋没時期等は不明である。

申請地は土地の削平を受けており、遺物包含層および遺構は確認できなかった。

3.貝 塚 寺 内町 遺 跡

本遺跡は、本市北西部の海岸部に位置し、標高は2～llm、 願泉寺を中心として中世末期に成立した寺内町で

あり、周囲に濠や土塁をめぐらせた城郭寺院跡である。願泉寺は天正年間には一時、本願寺が置かれるなど真宗

寺院のなかでも特別な存在であった。本遺跡の調査では、濠、土塁の他、溝、土坑、井戸、埋甕、水琴窟等を近

世後半の遺構を多数検出している。遺物は瓦、陶磁器、土器が 出土、供膳具、調理具、暖房 ・照明具等が多数出

土している。

2006-61区 の 調 査(図7・ 図 版2)

本調査は、南町ll83に おいて実施 した。調査は、申請地内において調査区(6㎡)を 設定して行った。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は撹乱、3層 は灰白色砂、4層 は褐灰色土、5層 は浅黄色砂、6層 は黄灰

色粘質土、7層 はにぶい黄色砂、8層 は褐灰色砂礫混 じり粘質土、9層 はにぶい黄橙色砂～砂礫(地 山)で ある。

盛土および撹乱より瓦、陶磁器等が出土している。3・5・7層 は砂を主体とする整地層であ り、これ らの層

より遺物は出±していない。4・6・8層 は粘質土を主体とする土間層である。4・6層 で瓦が出土しているが、

8層 より遺物は出土していない。8層 ・9層 の各上面において遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

各土間層および整地層の時期については、出土 した遺物量が少ないため不明であるが、おそらく近世後半以降

のものと考え られる。

本申請地の東側で平成16年 度に実施 した調査において、今回の調査成果と同様の土間層および整地層を確認 し

ている。このことか ら、建物の建て替えに際しては、砂を整地土として用いていたと考えられる。
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2007-22区 の 調 査(図7・ 図版2)

本調査は、北町76に おいて実施した。調査は、申請地内において調査区(5.1㎡)を 設定 して行 った。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は撹乱、3層 は灰黄色土、4層 は灰白色粘質土、5層 は浅黄色砂礫、6層

は灰黄褐色砂礫混 じり土、7層 は灰黄褐色土、8層 は黄灰色礫混じり粘質土、9層 は褐灰色シル ト、10層 はにぶ

い黄橙色砂、11層 はにぶい黄橙色礫(地 山)で ある。

1層 から3層 は盛土および撹乱層、4層 は粘質土の土間層、5層 はブロック土と考えられる。6層 ・7層 は遺

物包含層であり、陶磁器、瓦等が出土している。6層 ・7層 の時期については出土遺物により近世後半以降と考

えられる。

地山面 において遺構検出を行い、溝2条 を検出した。SD-1の 規模は、検出幅0.5rn、 深さ0.46mで ある。埋

土は黄灰色礫混じり粘質土(8層)で あり、瓦が出土 している。SD-2の 規模は、検出幅0.5m、 深さ0.5mで

ある。埋土は上層が褐灰色シル ト(9層)、 下層はにぶい黄橙色砂(10層)で あり、遺物は出土していない。

これ らの溝については、時期を判断できる遺物が出土していないため不明であるが、7層 の出土遺物の時期が、

近世後半以降と考えられることか ら、SD-1・2に っいても近世後半頃に設けられたものと考えられる。また、

SD-1・2の 埋土の土質が異なっているため溝に時期差があったものと推測される。

申請地南側に現在、排水溝が存在していることか ら、これ と平行に設けられているSD-1・2は 、近世後半頃

の排水溝 と考え られる。

4.加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高ll～20mに 位置する。これまでの調査で弥生時代の井戸跡、古墳時

代前期の掘立柱建物跡、古墳時代後期の竪穴住居跡、古代の掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、溝跡等を検出

してお り、古代においては集落跡もしくは公的施設が存在した可能性がある。平成12年 度(2000年)の 調査に

おいて平安時代の瓦窯跡を10基 検出してお り、生産施設の存在が明らかとなっている。

2006-71区 の 調 査(図8・ 図版3)

本調査は、畠中1-233-8、233-10に おいて実施した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(4.5㎡)

を設定 して実施 した。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は撹乱、3層 はオ リーブ黄色土、4層 は灰黄色砂質土(旧 耕土)、5層 は灰

黄色土、6層 は褐灰色シル ト、7層 は褐灰色粘質シル ト、8層 は明黄褐色粘土(地 山)で ある。

5層 ・6層 より土師器が出土しているが、7層 より遺物は出土していない。調査区壁面の断面観察により7層

は粘質シル トを主体 としていることによ り、滞水状態であったものと考えられる。5層 ・6層 は出土遺物等によ

り中世の耕土層 と考えられる。

地山面において遺構検 出を行ったが、遺構は確認できなかった。

調査区は大きく撹乱を受けていたが、調査区の壁面等により7層 が滞水状態であることか ら、本申請地は中世

以前には湿地であったものと推測され、その後、中世に耕地として利用されたものと考えられる。

2007-21区 の 調 査(図8・ 図版3)

本調査は、加神1-170-3の 一部において実施した。調査は、申請地の浄化槽部分 において調査区(6㎡)を

設定 して行った。

調査区の層序は、1層 は盛土および撹乱、2層 は灰黄褐色土(床 土)、3層 は黄灰色土、4層 は灰黄色粘質土、

5層 は褐灰色粘質土、6層 は黄褐色礫混じり粘土(地 山)で ある。

3層 ～5層 は遺物包含層と考えられ、4層 ・5層 より土師器、瓦器、須恵器、白磁が出土 している。これ らの

層は中世の遺物包含層と考えられる。

地山面において遺構検 出を行ったが、撹乱や土地の削平等により遺構を確認することはできなかった。
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本申請地の北東側の調査では、砂礫を主体とする流路堆積層を確認してお り、申請地付近においては流路の埋

没後 に耕地として利用されたものと推測される。

2007-36区 の 調 査(図8・ 図版4)

本調査は、加神1-170-3に おいて実施 した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(3.75m)を 設定

して行った。

調査区の層序は、1層 ・2層 が盛土、3層 は灰黄褐色土、4層 は褐灰色土、5層 は黄灰色粘質土、6層 は褐灰

色粘質シル ト、7層 はにぶい黄色シル ト(地 山)で ある。

3層 ～5層 は遺物包含層と考え られ、4層 ・5層 より土師器、瓦器、須恵質土器が出土している。6層 上面に

おいて遺構検出を行い、鋤溝を検出した。3層 ～5層 は中世の耕地層と考えられる。

6層 より遺物が出土 していないため、詳細な時期は不明であるが、周辺の調査事例によ り弥生時代～古墳時代

にかけての遺物包含層の可能性がある。地山面において遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

検出した褐灰色粘質シル ト層(6層)に ついては、本 申請地の東隣地の調査では確認していないため、本申請

地は東隣地よりも地形的に低い、窪地状になっていたものと推測される。

申請地周辺については、中世における土地開発によって削平を受けているが、本申請地の地山面は周辺の地形

よりも低いため、弥生時代～古墳時代にかけての褐灰色粘質シル ト層(6層)が 残存 したものと考えられる。

2007-16区 の 調 査(図9・ 図 版4)

本調査は、加神2-134、135-2、136-2に おいて実施した。調査は、申請地内において調査区(12㎡)を 設

定して行った。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 ・3層 は礫を多く含む撹乱、4層 は近世瓦等 を含む盛土、5層 は黄灰色土

混 じり灰黄色土、6層 は浅黄色小礫を含む暗灰黄色粘質土、7層 は黄灰色土混 じりにぶい黄色粘質シル ト、8層

は褐灰色小砂礫混じり粗砂、9層 は灰黄褐色礫混 じり砂質シル ト、10層 は灰色礫混じり粗砂、ll層 はオ リーブ黄

色砂礫(地 山)で ある。

1層 ～4層 は盛土および撹乱層である。5層 は遺物が出土していないため、時期は不明であるが、土質等の観

察によ り近世以降の層と考えられる。

6層 より弥生時代後期の土器が出土している。6層 上面で遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。7

層は粘質シル トを主体 とするが、遺物は出土していない。8層 ～10層 は流路堆積層であ り、遺物は出土していな

い。8層 と9層 ・10層 の堆積層 とは土質が異なるため、8層 の流路2と9層 ・10層 の流路1と に大別した。

申請地お よびその周囲については、土地の削平や撹乱を受けていたが、本申請地においては弥生時代後期の遺

物包含層を確認 した。本遺跡においては、本市および圃大阪府文化財センターの発掘調査によって弥生時代か ら

古墳時代にかけての集落を確認 しており、申請地周辺においても集落域および活動域に含まれるものと推測され

る。

2007-43区 の 調 査(図9・ 図 版5・6)

本調査は、加神1-165-1、-6、-19に おいて実施 した。調査は、申請地の建物部分と浄化槽部分の2箇 所の

調査区(計20㎡)を 設定して行った。

調査区1・2の 基本層序は、調査区1を 基準に第1層 は盛土 ・撹乱 ・旧耕土、第2層 はにぶい黄橙色土混じり

黄灰色土、第3層 は黄灰色細砂混 じり土、第4層 は褐灰色粘質土、第5層 はにぶい黄色土混じり黄灰色粘質土、

第6層 は褐灰色粘質土、第7層 は黒褐色粘質土、第8層 は黄褐色粘質シル ト(地 山)で ある。

第2層 か ら第6層 は中世の遺物包含層であ り、土師器、瓦器、瓦が出土している。

第7層 より弥生土器、土師器が出土してお り、弥生時代から古墳時代にかけての遺物包含層の可能性があるが、

調査区1・2に おいて部分的に残存していることから、中世の段階に削平を受けている可能性がある。
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調査区1・2の 地山面において遺構検出を行い、調査区1で 落込み状遺構、調査区2で 鋤溝、溝を検出した。

調査区1・2に おいて検出した落込み状遺構は、黒褐色粘質シル トを埋土 としてお り、第7層 と土質が類似し

ていることか ら時期は弥生時代～古墳時代と考えられる。

調査区2よ り北西一南東方向の鋤溝3条 を検出した。遺物は出土していない。

調査区2東 側において北西一南東方向の溝(SD-1)を 検出した。SD-1の 規模は幅1.5m以 上、深さ約1

mを 測る。SD-1の 埋土は、上層の地山のブロック土が混入す る黒褐色粘土と下層の褐灰色粘土 に大別できる。

遺物は上層よ り瓦器、瓦等、下層より瓦が多数出土している。SD-1の 堆積状況は、下層は水分を多 く含む粘土

層を主体 とし、溝に水の流れがなくなると滞水状態になっていたと推測される。また、下層においては砂粒が部

分的に観察できることから、断続的に水の流れがあったと考え られる。下層より瓦や20cn1大 の石が廃棄されてい

た。上層はブロック土が混在することにより人為的に埋め られた可能性がある。

SD-1は 基本層序の第6層 よ り掘 り込まれた水路であったと考えられるが、遺構の規模が大きいことか ら、室

町時代末期に築かれた畠中城に伴う濠であった可能性もある。申請地を含む周辺には 「トウゲンジ上」、「トン行

寺」等の小字名が残 っていることや検出した溝より瓦が大量に出土していることから、寺院に関連する遺構であ

る可能性 もある。

5.新 井 ノ 池 遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高約28mに 位置す る。周知の遺跡として弥生時代か ら古墳時代、中世

にかけての散布地、集落跡 と推定され、中世に熊野詣で賑わった熊野街道沿いに位置する。本市によるこれ まで

の調査では平安時代の掘立柱建物跡や中 ・近世の耕地跡に伴う鋤溝、溝等 を検 出している。

2007-31区 の 調 査(図10・ 図版7)

本調査は、麻生中783-1に おいて実施 した。調査は、申請地の浄化槽部分 において調査区(6㎡)を 設定して

行った。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は旧耕土、3層 はにぶい黄橙色土(床 土)、4層 は褐灰色粘質土、5層 は黄

灰色小礫混じり粘質土、6層 は灰黄色粘質土、7層 は褐灰色砂混 じり粘土、8層 ・9層 は地山であ り、8層 は灰

色砂礫、9層 は浅黄色砂礫である。10層 は灰黄褐色粘質土(落 込み状遺構)で ある。

4層 ～6層 より土師器細片を確認していることにより中世以降の遺物包含層 と考えられる。

地山面 において遺構検出を行い、落込み状遺構 と流路の一部 を検出した。

落込み状遺構は、調査区西側において検出しており、その規模は調査区外に及ぶため不明である。遺構の深さ

は0.05rnで あり、埋土は灰黄褐色粘質土(10層)で ある。遺物は土師器が出土 している。

調査区東側において流路を検出した。流路の深さは0.25mで あり、流路幅は調査区外に及ぶため不明である。

流路は地形等により北東方向に流れていたものと推測される。流路堆積層(7層 上層)よ り土師器、瓦器が出土

しており、流路は中世段階において埋没 したと考え られる。また、流路堆積層にヨシと思われる植物遺体が認め

られたため、流路は滞水状態にあり、ヨシ等の植物が生い茂っていたものと推測される。

6.海 塚 遺 跡

本遺跡は、近木川の右岸の中位段丘上、標高約15mに 位置する。周知の遺跡として、中世の集落跡と推定され

る。本市 による平成9年 度(1997年)の 調査では、奈良時代の土坑、溝を、中世の溝、鋤溝等を検出している。

平成10年 度(1998年)の 調査では、中世の溝4条 等を検出している。これ らの調査 によ り少なくとも奈良時代

より開発が行われ、中世から近世にかけての耕作に関連する遺構を検出している。

2007-17区 の 調 査(図11・ 図版8)

本調査 は、海塚210-3に おいて実施した。調査は、申請地 内において調査区(3.45㎡)を 設定して行った。
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1:盛 土1

2:撹 乱(礫 を多 く含む)

3:撹 乱(5Y5/2灰 黄 褐色粘 土)

4:盛 土2(瓦 を含 む)

5:2.5Y511黄 灰色 土混 じり2.5Y712灰 黄色土 ・

6:2.5Y4/2暗 灰黄 色粘 質土(2.5Y714浅 黄 色小礫 を含 む)

7:2.5Y512黄 灰色 土混 じり2.5Y613に ぶい黄 色粘質 シル ト

8:ioYxsn褐 灰色小 砂礫 混 じり粗 砂(流 路2)

9:10YR6/2灰 黄褐色 礫混 じ り砂質 シル ト(流 路1)

10:5Y611灰 色礫 混 じ り粗 砂(流 路1)

11:5Y613オ リー ブ黄 色砂礫(地 山)

1:盛 土および撹乱(第1層)

2:10YR713に ぶい黄橙色土混 じり2.5Y6/1黄 灰色土(第2層)

3:2.5Y5/1黄 灰色細砂混 じり土(第3層)

4:10YR6/1褐 灰色粘質土(第4層)

5:2.5Y6/3に ぶい黄色土混 じり2.5Y5/1黄 灰色粘質土(第5層)

6:10YR411褐 灰色砂礫混 じり粘質土(第6層)

7:10YR3/1黒 褐色粘質土(第7層)

8:10YR3/1黒 褐色粘質シル ト(落 込み状遣構)

9:2.5Y5/4黄 褐色粘質 シル ト(第8層:地 山)

"L

調 査区2

10:盛 土 お よび 撹乱(第1層)

11:旧 耕土(第1層)

12:10YR5/3に ぶ い黄褐 色細 砂混 じり土(第2層)

13:2.5Y5/3黄 褐 色土(第3層)

14:2.5Y512暗 灰 黄色 砂混 じり土(第4層)

15:10YR5/3に ぶ い黄 褐色粘 質土(第5層)

16:10YR4/2灰 黄 褐色 土(第5層)

17;10YR412灰 黄 褐色 粘土(第6層)

18:10YR4/2灰 黄褐 色土(地 山土 ブ ロ ックが混入)

19:10YR5'6黄 褐 色土(地 山プ ロ ッ(SD ・1上層)

20:2.5Y4/2暗 灰黄 色土

2007-43区

22:2

23:2(SD・1上 層)

24:1

25:

26:

27

28:

29:(SD-1下 層)

30:

31:

32:2.5Y6/6明 黄 褐色 シル ト混 じり土(第8層:地 山)

図92007-16区 ・2007-43区
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調査区の層序は、第1層 が盛土、第2層 は旧耕土、第3層 は床土、第4層 は灰黄褐色土、第5層 は暗灰黄色細

砂礫混じり粘質土、第6層 は黄灰色小砂礫混 じり粘質土、第7層 はにぶい黄橙色粘土(地 山)で ある。

第4層 か ら第6層 は遺物包含層と考えられ、第5層 、第6層 より土師器、瓦器が出土している。

地山面において遺構検出を行い、東西方向の鋤溝3条 を検出した。鋤溝は幅約0.2m、 深さ約0.04mを 測 り、

埋土は灰色粗砂混じり粘質土である。鋤溝より遺物は出土していない。

本申請地においては、地山面で検出した鋤溝、第5層 ・第6層 の出土遺物より中世の耕地跡と考えられる。

7.脇 浜 遺 跡

本遺跡は、標高2～3mの 近木川右岸に位置する縄文時代から近世にかけての散布地、生産遺跡である。本遺

跡からは蛸壺等の多数の漁撈具が出土 しており、漁業に携わる集落跡と推定している。また製塩土器が出土する

ことから、海岸縁辺部という立地条件を活かして、製塩を行っていたと考えられる。

A' A

L=KBM

1

4_5

9

3

L=KBM

io 6

0

L=KBM

10m

<

2m

8

盛土

旧耕土

10YR7/3に ぶい黄橙色土

10YR6/1褐 灰色粘質土

2.5Y511黄 灰色小礫混 じり粘質土

2.51'6/2灰黄色粘質土

0 2m

i

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10YR5/1褐 灰色砂混 じり粘土(流 路)

7.5Y611灰 色砂礫(地 山)

2.5Y7/4浅 黄色砂礫(地 山)

10YR512灰 黄褐色粘質土(落 込み状遺構)

図102007-31区
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(財)大 阪府文化財センターによる昭和61年 度(1986年)の 調査では、出土遺物によ り少なくとも縄文時代

晩期までさかのぼることが確認されている。さらに古墳時代の掘立柱建物跡や中世のピットを検出している。平

成2年 度(1991年)の 調査では、古墳時代後期の竪穴住居跡が2棟 検出されている。

2007-33区 の 調 査(図12・ 図版9)

本調査は、脇浜1-251-1の 一部において実施した。調査は、申請地内において調査区(16㎡)を 設定して行

った。

調査区の層序は、1層 が盛土および撹乱、2層 は旧耕土、3層 は浅黄色礫混じり粘土(地 山)で ある。

地山面において遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

申請地は、調査区壁面の断面観察等により開発による削平を受けているものと考えられる。

2007-42区 の 調 査(図12・ 図 版9)

本調査は、脇浜2-405-1に おいて実施 した。調査は、申請地内において調査区(6㎡)を 設定して行った。

調査区の層序は、1層 が現耕土、2層 はにぶい橙色土(床 土)、3層 はにぶい黄橙色土、4層 は灰黄色土、5層

は灰黄褐色土、6層 は褐灰色砂混じり土、7層 は褐灰色土、8層 は黄褐色砂礫(地 山)で ある。

3層 ～6層 より土師器、瓦器が出土してお り、中世の遺物包含層と考えられる。

地山面において遺構検出を行い、東西方向の鋤溝を検出した。鋤溝の埋土は褐灰色土(7層)で あり、遺物は

出土 していない。

申請地においては、調査区壁面の土層観察や地山面で鋤溝を検出したことにより、中世の耕地跡であった と考

えられる。

8.石 才 南 遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上に位置 し、周知の遺跡 として弥生時代から古墳時代の集落跡と推定してい

る。本遺跡の周辺には、縄文時代、平安時代～中世の散布地である石才遺跡、弥生時代、古墳時代、中世の集落

1

2

3

4

5

6

7

8

3

盛土(第1層)

10YR612灰 黄褐色土(第4層)

2.5Y5/2暗 灰黄色細砂礫混じり粘質土(第5層)

2.5Y5!1黄 灰色小砂礫混 じり粘質土(第6層)

5Y6/1灰 色粗砂混 じり粘質土(鋤 溝埋土)

10YR6/4に ぶい黄橙色粘土(地 山 ・第7層)

L=KBM

02m

02m

O

図112007-17区
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2007-33区

A

L=KBM

3

02m

-

1:盛 土および撹乱

2:旧 耕土

3:2.5Y714浅 黄色礫混 じり粘土(地 山)

止

溝 p2m白
2

3 L=KBM

4

010m

O
02m一

2007-42区

1:現 耕土

2:7.5YR6/4に ぶい橙 色土

3:10YR713に ぶ い黄橙 色土

4:2.5Y6/2灰 黄色 土

5:10YR.6/2灰 黄褐 色土

6:ioYxsn褐 灰色 砂混 じり土

7:10YR.6/1褐 灰色 土(鋤 溝埋 土)

8:10YR5/6黄 褐 色砂礫(地 山)

図122007-33区 ・2007-42区
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跡である新井ノ池遺跡、奈良時代～平安時代の散布地である清児遺跡が存在する。本遺跡は、昭和63年(1988

年)の(財)大 阪府文化財センターの調査において古墳時代中期以後の竪穴住居が3棟 、掘立柱建物が9棟 検出

されている。

2006-62区 の 調 査(図13・ 図版8)

本調査は、麻生中452-10に おいて実施した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(6㎡)を 設定 し

て行った。

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は旧耕土、3層 は灰黄色土、4層 は褐灰色土、5層 は浅黄色粘質シル ト(地

山)、6層 ～9層 はSK-1の 埋土、10層 はにぶい黄橙色礫混 じり砂質土(地 山)で ある。

3層 ・4層 は遺物包含層と考えられ、4層 より土師器片が出土 している。3層 ・4層 の時期については、申請

地北側の調査において3層 ・4層 と対応する層を確認 してお り、この調査事例によ り3層 は中世、4層 は古墳時

代と考えられる。

地山面において遺構検出を行い、土坑(SK-1)1基 とピット(P-1)1基 を検出した。SK-1の 規模は、

検出長1.3m以 上、深さ0.15m、 埋土は灰黄褐色粘質シル トを主体とする。遺物は土師器片、サヌカイ ト片が出土

道路
C勹 广A'

010m

a

02m一
L=KBM

D" D

aba

C

O
G

0.5m
i

P-1

1:盛 土

2:旧 耕土

3:2.5Y6/2灰 黄色 土

4:10YR411褐 灰色 土

5:2.5Y7/4浅 黄色 粘質 シル ト(地 山)

6:10YR5/2灰 黄 褐 色粘質 土

7:10YR6/2灰 黄 褐色 粘質 シ ル ト(SK -1)

8:10YR711灰 白色砂 質 シル ト

9:2.5Y6/1黄 灰 色 シル ト

10:10YR4/3に ぶ い黄攪 色礫 混 じ り砂質 土

a:10YR6/2灰 黄褐色 粘質 シル ト

b:10YR411褐 灰色粘質 土

c:2.5Y7/4浅 黄色粘 質シ ル ト(地 山)

図132006-62区
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している。P-1は 、直径0.4m、 杭痕径0.16m、 深さ0.15m、 埋土は褐灰色粘質土である。遺物は土師器片、

サヌカイ ト片が出土 している。

これ らの遺構の性格については、SK-1は 不明であるが、P-1は 木杭の痕跡と考え られる。時期については、

出土遺物が細片のため正確な時期は不明であるが、本申請地を含む宅地造成に伴う調査では、弥生時代か ら古墳

時代の遺構 を検出している。

9.地 蔵 堂 遺 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置し、その範囲は前方後円墳である地蔵堂丸山古墳、

平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺を包括する。地蔵堂丸山古墳は、本市による平成14年 度(2002年)の 調査

により墳丘に伴 う葺石及び埴輪列を検出した。出土 した円筒埴輪か ら古墳は4世 紀末に築造されたと考えられる。

本遺跡では、中 ・近世の耕地跡、中世の素掘 り井戸等を検出している。

2006-73区 の 調 査(図14・ 図版10)

本調査は、堤51-9に おいて実施 した。調査は、申請地の建物部分および浄化槽部分の2箇 所(計5.75㎡)を

設定して行った。

調査区1の 層序は、1層 が盛土、2層 は撹乱であり、コンクリー トブロックを多く含む。調査区1に ついては

湧水が著しいため、地山面を確認することはできなかった。

調査区2の 層序は、1層 が盛土、3層 は撹乱であり、建築廃材および炭化物が多く混在する。4層 は青灰色土

～黄灰色土、5層 は灰オリーブ色土～にぶい黄色土、6層 は灰色粘質土～褐灰色粘質土であり、これ らの層は撹

乱等の影響 により部分的に変色している。7層 は灰白色粘土(地 山)で ある。4層 ～6層 は遺物包含層 と考え ら

れ、5・6層 より瓦器が出土している。地山面において遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

申請地については、宅地造成に伴う発掘調査において中世～近世の遺物包含層、流路堆積層を検出してお り、

流路埋没後 は耕地として利用されていたと考えられる。今回の調査では、流路堆積層は確認できなかったが、中

世の遺物包含層を検出した。

申請地は工場の跡地であり、調査区1は 大きく撹乱を受けていたが、撹乱を受けていない場所(調 査区2)に

ついては、中世から近世にかけての遺物包含層が存在 している。

2007-14区 の 調 査(図14・ 図版10)

本調査は、堤51-10に おいて実施した。調査は、申請地の浄化槽部分 において調査区(3.75㎡)を 設定 して

行った。 、

調査区の層序は、1層 が盛土、2層 は灰黄褐色土、3層 は黄灰色粘質土、4層 は褐灰色粘質シル ト、5層 は黒

褐色粘質シル ト～粘土、6層 は灰白色細砂混じり粘土、7層 は灰色粗砂、8層 は浅黄色砂礫(地 山)で ある。

2層 ～4層 は遺物包含層と考え られ、4層 より瓦器が出土している。5層 は土壌化層であり、遺物は出土して

いない。6層 ・7層 は流路堆積層と考えられ、湧水が著しい。6層 ・7層 より遺物は出土していないため、埋没

時期等については不明である。5層 上面で遺構検出を行ったが、遺構は確認できなかった。

本申請地を含む平成17年 度の宅地造成に伴 う調査によ り、中世の遺物包含層と流路を検出している。

申請地については、流路埋没後は土壌化層が認められること、申請地の北西側に新池が存在すること、周辺の

小字名等により申請地周辺は湿地状態であったと推測される。その後、中世以降に耕地 として土地利用されたも

のと考えられる。

10.沢 城 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高8～llmに 位置する。中世 ・戦国時代の集落跡 ・城跡 と推定されて

いる。沢城は紀州根来勢により畠中城 ・積善寺城とともに近木川流域に築かれた城である。天正13年(1585年)
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の豊臣秀吉による紀州攻めの際には、宝蔵院、田中加助ら紀州の一向宗と雑賀衆約6000人 が籠城 したとされる。

沢城跡では、中世の掘立柱建物跡、耕地跡、溝等を検出している。本市による平成13年 度(2001年)の 調査で

は、溝を検出し、溝内よ り大量の瓦が出土していることか ら、沢城に関連する溝と考えられる。

1:盛 土

2:撹 乱1(コ ンク リー トブ ロッ クを多 く含 む)

2006-73区

1:盛 土 旨iiiii

3:撹 乱2(建 築廃 材 ・炭化 物 を多 く含 む)

4:5BG5/1青 灰 色土 ～2.5Y6/1黄 灰 色土

5:10YR5/2灰 オ リー ブ色土 ～2.5Y6/3に ぶ い黄 色土

6:10YR511灰 色粘 質土 ～10YR5/1褐 灰 色粘質 土

7:5Y7/2灰 白色 粘土(地 山)

2007-14区

1:盛 土

2:10YR6/2灰 黄褐 色土

3:2.5Y611黄 灰色粘 質土

4:10YR611褐 灰 色粘 質 シル ト

5:10YR3/1黒 褐 色粘質 シル ト～粘土

1糊 麗毳騨竺 竺=ト ・流路・
8:5Y713浅 黄色砂礫(地 山)

図142006-73区 ・2007-14区
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2006-68区 の 調 査(図15・ 図版11)

本調査は、沢678-8、678-3の 一部、1i5の 一部、678-7の 一部において実施した。調査は、申請地内に

おいて調査区(7.5㎡)を 設定 して行った。

調査区の層序は、1層 ・2層 が盛土、3層 は浅黄色砂礫(地 山)で ある。地山面において遺構検出を行ったが、

遺構は確認できなかった。

申請地 においては土地の削平を受けてお り、遺物包含層および遺構は失われたものと考え られる。

平成17年 度の調査では、本申請地の西方向50m地 点において中世の柱穴2基 検出していることか ら中世の建

物等が存在していたと考え られる。本申請地においても遺物包含層および遺構が存在していた可能性がある。

11.窪 田遺 跡 ・窪 田廃 寺

本遺跡は、弥生時代から中世にかけての遺物散布地な らびに寺院跡である。昭和59年 度(1985年)に 実施し

た発掘調査では、溝2条 、土坑状遺構2基 、ピット3基 、落込み状遺構を検出している。遺物は、溝よ り瓦器、

土師器、青磁、陶器等が出土、土坑状遺構より瓦器、土師器、青磁等が出土 している。これ らの遺構は13世 紀後

半から14世 紀のものと考え られる。本遺跡の西に澱池遺跡があり、奈良時代か ら中世にかけての集落跡である。

昭和59年 度(1985年)に 実施した発掘調査では、土坑状遺構1基 、ピッ ト3基 を検出している。 これ らの遺構

は14世 紀後半ごろと推測される。

2007-32区 の調 査(図16・ 図 版11)

本調査は、王子917-6に おいて実施 した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(4.5㎡)を 設定 して

行った。

調査区の層序は、1層 ・2層 が盛土、3層 は明黄褐色粘質土(地 山)で ある。地山面において遺構検出を行っ

たが、遺構は確認できなかった。

本申請地を含む宅地造成時に試掘調査を行い、中世の遺物包含層と耕地に伴う溝を検出している。周辺の地形

は、本申請地より南方向へ傾斜してお り、地形的に高い部分(本 申請地)は 土地の削平を受けている。

本申請地は、工場の跡地であり、地山面においてコンクリー ト基礎を確認していることによ り工場の造成 によ

り削平を受けたものと考え られる。

010m一
L=KBM

p2m一
1:盛 土1

2:盛 土2

3:2.5Y7/4浅 黄 色砂礫(地 山)

図152006-68区
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12.堤 三 宅 遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高約18mに 立地す る。周知の遺跡として、中世の集落跡と推定 してい

る。本市による平成16年 度(2004年)の 確認調査においては、中世の遺物包含層を確認してお り、土師器、須

恵器が出土している。本遺跡の東側に位置する堤西浦遺跡より古代と中世の遺物包含層を確認している。

2007-37区 の 調 査(図17・ 図版12)

本調査は、堤279-4、279-5に おいて実施した。調査は、申請地内において3箇 所の調査区(11 .5㎡)を 設

定して行った。

調査区1の 層序は、1層 が盛土および撹乱、2層 は旧耕土、5層 は明黄褐色粘土(地 山)で あり、土地の削平

を受けてお り、遺構は検出できなかった。

調査区2の 層序は、1層 が盛土および撹乱、2層 は旧耕土、3層 は灰黄色土、4層 は明黄褐色粘土(地 山)で

ある。3層 は遺物包含層 と考え られるが、遺物は出土していない。地山面の遺構検出は、撹乱等により実施でき

なかった。

調査区3の 層序は、1層 が盛土 ・撹乱、2層 は旧耕土、6層 はにぶい黄橙色土、7層 は褐灰色礫土、8層 はに

ぶい黄色土である。地山面は撹乱等により確認することができなかった。

6層 は調査区2に おいて検出した3層 に対応するものと考えられるが、遺物は出土していない。7層 より中世

の遺物が出土していることから、3層 と6層 は中世以降の耕土層と推測される。

7層 は3cm～10cm大 の礫を主体とすることから、石垣状もしくは礫を混入させた土砂を積み上げたものと考え

られ、堆積状況によ り崩落 した土砂が堆積している可能性がある。7層 より土師器、瓦器、須恵器の小片が出土

してお り、中世以降に設けられたものと推測される。

8層 より遺物は出土していないが、堆積状況によ り中世以降に堆積 したものと考えられる。

申請地は、中世以降の耕地跡 と考えられ、7層 は耕地の斜面等を補強した石垣状遺構と考えられる。

13.王 子 西遺 跡

本遺跡は、近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置する。周知の遺跡として奈良～平安時代にかけて

の集落跡と推定 している。本遺跡の東側に位置する王子遺跡においては、本市による昭和60年(1985年)の

10m

A"

1:盛 土1

2:盛 土2(耕 作土 含む)

3:10YR616明 黄褐 色粘質 土(地 山)

A

L=KBM

2m

図162007-32区
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発掘調査で掘立柱建物、溝等の鎌倉時代の集落跡を検出している。

2007-35区 の 調 査(図18・ 図版12)

本調査は、王子37-3に おいて実施した。調査は、申請地の浄化槽部分において調査区(3.75㎡)を 設定して

行った。

調査区の層序は、1層 が盛土および撹乱、2層 は旧耕土、3層 は灰黄褐色土、4層 は灰黄色細砂混じり土、5

層は青灰色砂混 じり粘質シル ト、6層 は黄褐色粘土(地 山)で ある。

3層 ～5層 は遺物包含層と考えられ、4層 ・5層 より土師器、瓦器、土師質羽釜、瓦質甕の各小片が出土 して

いる。これ らの層は中世後半頃の遺物包含層と考えられる。4層 の一部と5層 はグライ化していた。

地山面において遺構検出を行い、南北方向の鋤溝を検出した。鋤溝の埋土は青灰色砂混じり土であり、遺物 は

出土していない。本調査区において出土遺物や鋤溝を検出したことにより、申請地は中世後半頃の耕地跡であっ

たと推測される。

L=KBM

0 2m

2m

調査 区1・2

1盛 土 ・撹 乱

2旧 耕 土

32.5Y6/2灰 黄 色土

410YR616明 黄褐 色粘土(地 山)

52.5Y6/4に ぶ い黄 色土(地 山)

調査区3

1盛 土 ・撹乱

2旧 耕土

610YR614に ぶい黄橙色土

7ioYxsn褐 灰色礫土

82.5Y613に ぶい黄色土

図172007-37区
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A' AB"

12

3
4

5

6_.-鋤 溝

9

B

L=KBM

1:盛 土お よび撹 乱

2:旧 耕 土

3:10YR6/2灰 黄 褐色 土

4:2.5Y6/2灰 黄 色細 砂混 じり土

5:10BG青 灰色 砂混 じり粘 質 シル ト(グ ライ化)

6:2.5Y5/6黄 褐 色粘 土(地 山)

6

2m

図182007-35区

第3章 平成3年 ・平成4年 の調査

国庫補助事業による平成3年(1991年)・ 平成4年(1992年)の 発掘調査について、概要報告書より一部抜け

落ちた調査分があり、改めてここに一覧と位置図を掲載する。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略号 開 発 地 報告済(O)
(平成3年 度)

1 福 田 遺 跡 第7調 査区 FD 小 瀬29-3

2 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 第2調 査区 JN 北 町207

3 名 越 遺 跡 第3調 査区 NG 清 児354-1
4 三 ヶ 山 西 遺 跡 第4調 査区 MYN 三ツ松1299

5 福 田 遺 跡 第5調 査区 FD 小瀬29-6

6 脇 浜 遺 跡 第6調 査区 WH 脇 浜1-233-1

7 王 子 西 遺 跡 第7調 査区 OGN 王 子353-1

8 木 積 観 音 寺 跡 第8調 査区 KKD 木 積806-2

(平成4年 度)

9 福 田 遺 跡 第1調 査区 FD 福田46外
10 沢 城 跡 第2調 査区 SJ 沢656-1

11 王 子 西 遺 跡 第3調 査区 OGN 王 子34-1外

12 清 児 遺 跡 第4調 査区 SG 麻 生 中253-2外
13 半 田 遺 跡 第5調 査区 HD 麻 生 中944-2外

14 石 才 南 遺 跡 第6調 査区 iss 麻 生 中459-2 0
15 三 ヶ 山 西 遺 跡 第7調 査区 MYN 三 ツ松1289

16 加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡 第8調 査区 KKH 畠 中2-119外

17 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 第9調 査区 JN 北 町38-5 O
18 土 生 遺 跡 第10調 査区 HB 久保508 O
19 加 治 ・神 前 ・畠 中 遺 跡 第11調 査区 KKH 加 神2-165-1外

20 加 治 ・神 前 ・ 畠 中 遺 跡 第12調 査区 KKH 畠 中1-232-1

21 三 ケ 山 西 遺 跡 第13調 査区 MYN 三 ツ 松1466-1

表2平 成3年 ・平成4年 国庫補助事業一覧
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図19調 査 地位置 図(平 成3年 ・4年)
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図20調 査地位 置 図(平 成3年 ・4年)
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図21調 査地位置 図(平 成3年 ・4年)
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図22調 査地 位置 図(平 成3年 ・4年)
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報告書抄録

ふ り が な かいつかしいせきぐんはっくつちょうさがいよう

書 名貝塚市遺跡群発掘調査概要

副 書 名

巻 次 30

シ リ ー ズ 名 貝塚市埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第76集

編 著 者 名 木嶋崇晴

編 集 機 関 貝塚市教育委員会

所 在 地 〒597-8585大 阪 府 貝 塚 市 畠 中1-17-11臥072-423-2151

発 行 年 月 日 西 暦2008年3月31日

ふ り が な

所収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

zm 調査原因
市町村 遺跡番号

賑鸚 爵欝 き
おおさかふ かいつかし大

阪 府 貝 塚 市

みなみちょう

南町

27208 22
34度26分

47秒

135度21

分13秒

2007

0116

6 個人住宅

いしざいみなみいせき
石 才 南 遺 跡

おおさかふ かいつかし大 阪府 貝塚 市

罐㌔
27208 70

34度25分

43秒

135度22

分0秒

2007

0118

6 個人住宅

さわじょうあと

沢 城 跡

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

貿
27208 z8

34度26分

5秒

135度20

分38秒

2007

0130

7.5 個人住宅

擺 含繍よ躑 撞蒜

おおさかふ かいつかし大
阪 府 貝 塚 市

はたけなか畠
中

27208 23
34度26分

20秒

135度21

分20秒

2007

0213

4.5 個人住宅

鰭 斃誹
おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝塚 市
つつみ

堤

27208 72
34度25分

42秒

135度21

分28秒

2007

022s

5.75 個人住宅

易蔦鯲讖 鸚
おおさかふ かいつかし
大 阪府 貝 塚 市
こせ

小瀬

27208 116
34度27分

7秒

135度22

分2秒

2007

0612^0613

4.25 個人住宅

腱 し鸛
おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

つつみ

堤

27208 72
34度25分

43秒

135度21

分29秒

2007

0719^-0720

3.75 個人住宅

飛継舗 篭跡

おおさかふ かいつかし

大 阪 府 貝塚 市
くぼ

久 保

27208 58
34分26分

53秒

135度22

分24秒

2007

0727

6 個人住宅

鶲?瀦 警 欝
おおさかふ かいつかし
大 阪府 貝塚 市
かしん

加神

27208 23
34度26分

20秒

135度21

分4秒

2007

0730^0731

12 個人住宅

うみつかいせき

海塚遺跡

おおさかふ かいつかし

大 阪 府 貝 塚 市
うみつか海 塚

27208 110
34度26分

32秒

135度21

分34秒

200

1'1:1:1'

3.45 個人住宅

黼?瀦 ま響 欝

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市
かしん

加神

27208 23
34度26分

21秒

135度21

分11秒

2007

0822^-0823

6 個人住宅

賑等爾欝 き
おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

きたまち
北 町

27208 22
34度25分

0秒

135度22

分16秒

2007

0904^-0905

5.1 個人住宅

にいのいけいせき新
井 ノ池遺 跡

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

罅 単
27208 30

34度25分

54秒

135度21

分43秒

2007

1015^1016

s 個人住宅

くぼたいせき・くぼたはいじ窪

田 遺 跡 ・窪 田 廃 寺

おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

おうじ
王 子

27208 51
34度25分

42秒

135度20

分47秒

2007

1017

4.5 個人住宅

わきはまいせき脇 浜 遺 跡

おおさかふ かいつかし

大 阪 府 貝 塚 市

鑢 ま
27208 66

34度26分

30秒

135度21

分0秒

zoos

XO22

16 個人住宅
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

zm 調査原因
市町村 遺跡番号

おうじにしいせき
王 子 西 遺 跡

おおさかふ かいつかし大
阪 府 貝塚 市

おうじ
王 子

27208 79
34度25分

25秒

135度21

分7秒

2007

1024

3.75 個人住宅

笳呑セ瀦 躑 蓬蒜
おおさかふ かいつかし大

阪府 貝塚 市
かしん

加神

27208 23
34度25分

22秒

135度21

分11秒

2007

1029^-1030

3.75 個人住宅

鍵 韈 勝き

おおさかふ かいつかし大 阪府 貝塚 市

つつみ

堤

27208 88
34度25分

55秒

135度21

分18秒

2007

1101^-1102

11.5 個人住宅

わきはまいせき
脇 浜 遺 跡

おおさかふ かいつかし大 阪府 貝塚 市

わきはま脇
浜

27208 66
34度26分

33秒

135度21

分1秒

2007

1128^-1129

6 個人住宅

旛 セ瀦 瑾聳髓
おおさかふ かいつかし
大 阪府 貝塚 市
か しん

加神

27208 23
34度26分

22秒

135度21

分13秒

2007

1206^-1207

20 個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

賑 奪爾欝 き 城郭寺院跡 近世 瓦、陶磁器

いしざいみなみいせき

石 才 南 遺 跡
集落跡 古墳時代、中世 土 坑 、ピット 土 師 器 、サ ヌカイト

さわじょうあと

沢 城 跡 城跡、集落跡

嬲荅含瀦 轡 欝 集落跡 中世 土師器

腱 臨 古墳、集落跡、
社寺跡

中世 瓦器

鵜饒讖欝 集落跡 中世 鋤溝 土師器

騰 鸛 古墳、集落跡、
社寺跡

中世 瓦器

臘 欝 踐篷跡 集落跡

嬲荅含瀦:聯 讖 集落跡 弥生時代 弥生土器

うみつかいせき海
塚 遺 跡 集落跡 中世 鋤溝 土師器、瓦器

瓣苔言瀦 聯 欝 集落跡 中世
土 師 器 、瓦 器 、須 恵 器 、白

磁

賑 鞨 磯 誄き 城郭寺院跡 近世 溝 陶磁器、瓦

にいのいけいせき

新井ノ池遺跡 集落跡 中世 流路、落込み状遺構 土師器、瓦器

〈ぽたいせき・〈ぼたはいじ

窪田遺跡・窪田廃寺 散布地、寺院跡

わきはまいせき脇 浜 遺 跡 散布地、生産遺
跡

おうじにしいせき

王 子 西 遺 跡
集落跡 中世 鋤溝

土師器、瓦器、瓦質甕、土

師質羽釜

糯含瀦 轡 欝 集落跡

鰹 鰯欝 き 集落跡 中世 土師器、瓦器、須恵器

わきはまいせき

脇 浜遺 跡

散布地、生産遺
跡

中世 鋤溝 土師器、瓦器

劣罅瀦辮 欝 集落跡
弥生時代～古墳
時代、中世

落込み状遺構、土
坑、鋤溝

弥 生 土 器 、須 恵 器 、土 師

器 、瓦 器 、瓦
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平成3年 の調査

ふ りが な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

zm 調査原因
市町村 遺跡番号

鯔鸛
おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

こせ

小瀬

27208 82
34度26分

26秒

135度21

分52秒

1991

0722^-0726

30 個人住宅

賀欝 爾欝 き
おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

きたまち北 町
27208 22

34度27分

4秒

135度21

分26秒

1991

0821^-0823

10 個人住宅

なごせいせき

名越 遺 跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市

噛昏
'目 丿し

27208 71
34度25分

31秒

135度22

分35秒

1991

0925^-0928

10 個人住宅

聳招茜欝
おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

みつまつ
三 ツ松

27208 69
34度24分

29秒

135度22

分59秒

1991

1022^1025

25 個人住宅

ふくだいせき

福 田 遺 跡

おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

こせ

小瀬

27208 82
34度26分

26秒

135度21

分51秒

1991

1111^-1113

15 個人住宅

わきはまいせき

脇 浜 遺 跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市

縢 ま
27208 66

34度26分

32秒

135度21

分3秒

1992

0107^-0108

10 個人住宅

おうじにしいせき
王子 西 遺 跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
おうじ
王子

27208 79
34度25分

26秒

135度21

分2秒

1992

0109^-0110

30 個人住宅

こつみかんのんじあと

木 積 観 音 寺 跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
こつみ

木積

27208 18
34分23分

51秒

135度23

分42秒

1992

0309^-0310

45 個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

翻臨 集落跡 中世 瓦器、土師器

賑鞨 髏 誄き 城郭寺院跡 近世 陶器、磁器

なごせいせき

名 越 遺 跡
散布地 中世 土師器、瓦器

聳堀鹸 薪 散布地 中世～近世 土師器、瓦器、磁器

龝鸛 集落跡 中世 土師器、瓦器

わきはまいせき脇
浜 遺 跡 散布地、生産遺跡 中世 土師器、瓦器

おうじにしいせき
王 子 西 遺 跡 集落跡 中世

溝3条 、ピット2基、性
格不明遺構1基

土師器、須恵器、瓦器

こつみかんのんじあと

木積 観 音 寺 跡
寺院跡、集落跡 中世

土坑2基 、柱穴1基 、
土壇状遺構1基

土 師 器 、瓦 器 、瓦

平成4年の調査

ふ り が な

所収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

z
m

調査原因
市町村 遺跡番号

龝鵲
おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝塚 市

鯔
27208 82

34度26分

30秒

135度21

分48秒

1992

0413^-0414

17 個人住宅

さわじょうあと
沢 城 跡

おおさかふ かいつかし大 阪府 貝塚 市

貿
27208 28

34度26分

7秒

135JR20

分44秒

1992

0416-　 0417

17 個人住宅
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ふ りが な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

㎡ 調査原因
市町村 遺跡番号

おうじにしいせき
王 子 西 遺 跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
おうじ
王 子

27208 79
34度25分

25秒

135度21

分6秒

1992

0605^-0606

12 個人住宅

せちこいせき清 児 遺 跡

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝 塚 市

あそなか麻 生 中
27208 36

34度25分

39秒

135度22

分29秒

1992

1.1:1.1'

14 個人住宅

はんだいせき

半 田遺 跡

おおさかふ かいつかし大 阪 府
貝塚 市

あそなか麻 生 中
27208 31

34度26分

10秒

135度22

分29秒

1992

0820^-0824

14 個人住宅

いしざいみなみいせき

石 才 南 遺 跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市

鰡 単
27208 70

34度25分

43秒

135度21

分59秒

1992

0831

11 個人住宅

みかやまにしいせき
三 ヶ山西 遺 跡

おおさかふ かいつかし
大 阪 府 貝塚 市
みつまつ
三ツ松

27208 69
34度24分

31秒

135度22

分58秒

1992

0so2

11 個人住宅

騰呑で瀦:瑾職 蘇

おおさかふ かいつかし大 阪府
貝塚 市

はたけなか畠 中
27208 23

34度26分

8秒

135度21

分22秒

1992

0911

50 個人住宅

賀購 爾欝 き
おおさかふ かいつかし
大 阪府 貝塚 市

きたまち北
町

27208 22
34度27分

1秒

135度21

分28秒

1992

0916^-0917

13 個人住宅

はぶいせき

土生遺跡

おおさかふ かいつかし
大 阪府 貝塚 市

くぼ
久保

27208 61
34度26分

50秒

135度22

分36秒

1992

0921^-0922

18 個人住宅

瓣荅?瀦躑 欝
おおさかふ かいつかし

大 阪府 貝 塚 市
かしん

加神
27208 23

34度26分

19秒

135度21

分0秒

1992

1006

21 個人住宅

矯苔?瀦躑 錨
おおさかふ かいつかし大 阪 府 貝 塚 市

はたけなか畠 中
27208 23

34度26分

21秒

135度21

分22秒

1992

1105

42 個人住宅

聳膃茜鐵
おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
みつまつ
三ツ松

27208 69
34度24分

25秒

135度23

分1秒

1992

1106

10 個人住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

鯔鸛 集落跡 中世 溝3条 、土坑1基 瓦器、土師器

さわじょうあと沢 城 跡
城跡、集落跡 中世 溝3条 、柱穴6基 瓦器、土師器

おうじにしいせき
王 子 西 遺 跡 集落跡 中世

溝1条 、土 坑1基 、落

込 み1基
瓦器、土師器

せちこいせき

清児遺跡 散布地 中世 鋤溝5条 、柱穴3基 土師器、瓦器

はんだいせき
半 田遣 跡 集落跡

いしざいみなみいせき

石 才 南 遺 跡 集落跡 土坑2基 、柱穴9基 弥生土器、サヌカイト片、
土師器

聳堀茜鸚 散布地

鶲鞴 嵜鴇職 蘇 集落跡 中世 溝5条 、柱穴1基 土師器、瓦器

賑 羈 爵齶 き 城郭寺院跡 近世 溝 、石 列 瓦、陶磁器

はぶいせき
土 生 遺 跡 集落跡 古墳時代、中世 溝1条(古 墳時代)、

溝5条(中 世)
弥生土器、石器

鏃呑含瀦 都 錨 集落跡 中世 土坑3基 土師器、瓦器

孺?瀦 躑 錨 集落跡 中世 鋤溝 土師器、瓦器

聳畑茜鵠 散布地 中世 鈔溝4基 ・柱穴6基 土師器、瓦器
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1.2007-7区 遺 構検 出状 況(北 よ り)
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2.2007-15区 完 掘状 況(西 よ り)
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1.2006-61区 完 掘 状況(西 よ り)

2.2007-22区 遺 構 完掘 状況(北 よ り)



1.2006-71区 完掘状 況(西 よ り)
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2.2007-21区 完 掘状 況(南 東 よ り)
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1.2007-36区 完 掘 状況(東 よ り)

2.2007-16区 完 掘 状況(東 よ り)
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1.2007-43区 調 査区1完 掘 状況(北 よ り)

2.2007-43区 調査 区2遺 構 検 出状 況(南 よ り)
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1.2007-43区 調 査 区2SD-1断 面(西 よ り)

2.2007-43区 調 査 区2SD-1断 面(南 よ り)
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1.2007-31区 完掘 状況(東 よ り)

2.2007-31区 調 査 区南壁 断面(北 よ り)
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1.2007-17区 遺 構検 出状 況(北 よ り)

2.2006-62区 遺 構 完掘状 況(北 よ り)
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1.2007-33区 完掘 状況(北 よ り)

2.2007-42区 遺構 検 出状 況(西 よ り)
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1.2006-73区 調 査 区2完 掘 状況(西 よ り)

2.2007-14区 完掘 状況(西 よ り)



1.2006-68区 完掘 状 況(西 よ り)

2.2007-32区 完掘 状況(西 よ り)
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1.2007-37区 調 査 区3遺 構検 出状 況(東 よ り)

z.2007-35区 遺 構 完掘状 況(東 よ り)
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